講演「原子力にかけた夢と破滅の道」のテーマで講師は小出裕章（京都大学原子炉実験所助教授）。
①あらゆる被曝は危険を伴う。放射線は目に見えず、五感に感じない。東海村ＪＣＯ臨界事故で亡くなった大内さん、篠原さんはそれぞれ１８グレイと１０グレイの被爆量を浴びており、８グレイでほぼ１００％が死亡する線量（体温を２/１０００度上昇させるエネルギー量）であることを考えれば悲惨な死であった。
②枯渇はしない石油と化石燃料。この間、『石油がなくなる』等のエネルギー危機が宣伝され、原発建設の原子力推進政策がとられてきた。１９７０年代の石油危機の際も『あと３０年でなくなる』と言われながら、現在『あと５０年は大丈夫』と言われている。地下資源には確認埋蔵量の他にも潜在的な資源があることが推定され、石油の究極埋蔵量を使いきるまでには１００年の年数が必要とされている。冷静に考えれば『原子力の資源であるウランは貧弱で、当面化石燃料に依存するしかない』というのが正しい表現だ。
③核燃料サイクルの未来はない。ウランと呼ぶものには２種類あり、１つは燃えるウラン（ウラン２３５）、もう一つが燃えないウラン（ウラン２３８）である。ウラン全体の９９．３％を占める燃えないウランをプルトニウムに換えて利用するために必要なものが高速増殖炉を中心とする核燃料サイクル計画である。原子力を意味あるエネルギーにするためには燃えないウラン２３８をプルトニウムに転換して利用する高速増殖炉が不可欠である。しかし、高速増殖炉は技術的、社会的に抱える困難が多すぎて、先進国はすべて撤退してしまった。日本の原子力開発長期計画では１９６７年第３回長計では１９８０年代前半に実用化されることになっていたが、改定の度に実用化の年度は先に延び、昨年の改定計画でも２０５０年の初めに動かしたいとの希望となっている。
④中越地震による新潟柏崎原発の破壊事故など世界一の地震国・日本と原発は共存しえない。
